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文序

この報告書は、小林市教育委員会が平成 21年度に実施した確認調査の

報告書です。

近年、小林市では開発事業等の増加により、開発事業と埋蔵文化財保

護との調整が重要な課題となっています。平成 4年度から平成 5年度に

かけて市内の遺跡詳細分布調査を実施し、その結果、250カ 所以上の遺

跡が確認されています。小林市教育委員会ではこの結果を受けて、開発

区域内の遺跡について事前の試掘・確認調査を実施しているところです。

本書の刊行を機に、皆様の埋蔵文化財に対する一層の御理解をいただ

ければ幸いです。

最後になりましたが、調査に御協力いただきました関係諸機関並びに

地権者の方々、また発掘調査に従事していただいた皆様に厚 くお礼を申

し上げます。

平成 22年 3月

小林市教育委員会

教育長 佐藤 勝美
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本書は、小林市教育委員会が平成 21年度に実施した市内遺跡発掘調査の報告書である.。
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確認調査の記録

近年、小林市では開発事業等の増加により、各種開発事業と埋蔵文化財保護との調整が重要な課題となっている。

今年度は開発事業の予定されていた千才地区、東二原地区、松ノ元地区、オカラ木地区、下三原地区、内屋敷地区、

十二塚地区、中嶋地区、大豆別府地区、三ヶ野山地区の計 10地区で確認調査を行い、遺構および遺物の有無に

ついて調査した。なお、三ヶ野山地区の結果報告は、本書の刊行に間に合わなかったため、来年度の報告書に掲

載する。

平成 21年度 確認調査地一覧表

番号 調査地区名 遺跡名 所 在 地 調査期間 調査面積 調査要因

l 千才地区 千才遺跡群 小林市大字南西方字千才 H21.4.16 24督 県営畑地帯
総合整備事業

2 東二原地区 二原遺跡群 小林市大宇真方字東二原
H21.8.17-
H21.8.25

124. ２ｍ 市道改良工事

3 松 ノ元地区 二原遺跡群 小林市大宇東方宇松ノ元
H21.10 8-
H21.10,10

97だ 市道新設工事

4 オカラ木地区 オカラ木遺跡 小林市大字東方字オカラ木
口
Ｈ

２
ｍ 農道舗装工事

5 下二原地区 二原遺跡群 小林市大字真方宇下三原 H21.10.28 ２ｍ
市消防団
詰所新設工事

6 内屋敷地区 種子田遺跡群 小林市大宇真方宇内屋敷
H21.11.30-
H21.12.2

13.5N 市道改良工事

7 十二塚地区 十三塚遺跡群 小林市大字南西方宇十二塚
H21 12.21´‐ヤ

H21.12.22
33rだ 市道新設工事

8 中嶋地 EXl
周知の埋蔵文化

財包蔵地外
小林市大字真方宇中嶋 H21.12.24 72∬ 農業協同組合の支

所新設工事

9 大豆別府地区
周知の埋蔵文化

財包蔵地外
小林市大字真方字大豆別府

H21.3.17-
H21.3.18

71だ 市道新設工事
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①千才地区 ②東二原地区 ③松ノ元地区 ④オカラ本地区 ⑤下三原地区 ⑥内屋致地区 ②十三塚地区 ③中嶋地区 ◎大豆別府地区



1 千才地 区 (小林市大字南西方字千才 )

〔調査地の立地と環境〕

調査地は刻ヽ林地区の南西部に位置し、周知の埋蔵文化財包蔵地「千才遺跡群」の範囲内である。現況は畑地で、

霧島山系から派生する扇状地上に立地する。

〔調査に至る経緯〕

千才地区では、県西諸県農林振興局による県営畑地帯総合整備事業が計画されていた。工事予定地は周知の埋

蔵文化財包蔵地である「千才遺跡群」の範囲に含まれており、縄文～弥生時代の遺物散布地と把握されていた。

そこで、県西諸県農林振興局と市教育委員会との協議の結果、工事施行前に遺構・遺物の有無を判断するため、

確認調査を実施することになった。

〔調査の概要〕

工事予定地に 10箇所の試掘坑を設定し、地表面から深さ07m～ 12mま で掘削した。調査の結果、地表から

02～ 05mま では道路舗装による客土が堆積し、いずれの試掘坑からも撞構および遺物を確認することはできな

かった。

〔調査後の処置〕

慎重工事

試掘坑 2 試掘坑 3

騨Wtr汗
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試掘坑 7 試掘坑 8



2 東二原地区 (小林市大字真方字東二原 )

〔調査地の立地と環境〕
イ

調査地は小林地区の中央部に位置し、周知の埋蔵文化財包蔵地「二原遺跡群」の範囲内である。現況は畑地で、

標高 230m前後の台地上の端部に立地する。調査地から南 800mには、古墳時代後期の地下式横穴墓が多数発見

された東二原地下式横穴墓群がある。

〔調査に至る経緯〕     
与

東二原地区では、市建設課による道路改良工事が計画されていた。工事予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地であ

る「二原遺跡群」の範囲に含まれており、弥生～古墳時代の遺物散布地と把握されていた。そこで、市建設課と

市教育委員会との協議の結果、工事施行前に遺構・遺物の有無を判断するため、確認調査を実施することになった。

〔調査の概要〕

工事予定地に 12箇所の試掘坑を設定し、地表面から深さ 0.8m～ 18mま で掘削した。地表から0,5m前後で

アカホヤ火山灰層が確認され、この層の上面で遺構の検出を行ったが、遺構および遺物は確認することはできな

かった。アカホヤ火山灰層下位の黒褐色土層から貝殻条痕文土器および押型文土器、石鏃など縄文時代早期の遺

物が出土し、同じ堆積層から集石遺構を 3基確認することができた。

〔調査後の処置〕

確認調査の結果、開発予定地に縄文時代早期の遺構および遺物が確認され、計画されている工事計画では遺跡

の保存が困難であることから、本発掘調査を実施することになった。本発掘調査は小林市教育委員会が平成 21

年 8月 28日 から9月 18日 、平成 22年 1月 13日 から3月 2日 にかけて実施した。
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東二原地区確認調査箇所
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3 松ノ元地区 (小林市大字東方字松ノ元)

〔調査地の立地と環境〕

調査地は小林地区の中央部に位置し、周知の埋蔵文化財包蔵地「二原遺跡群」の範囲内である。現況は畑地で、

標高 230m前後の合地端部に立地し、調査地の東 600mには古墳時代後期の地下式横穴墓群が多数発見された東

二原地下式横穴墓群が存在する
.。

〔調査に至る経緯〕

松ノ元地区では、市建設課による道路新設工事が計画されていた。工事予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地であ

る「二原遺跡群」の範囲に含まれており、弥生～古墳時代の遺物散布地と把握されていた。そこで、市建設課と

市教育委員会との協議の結果、工事施行前に遺構・遺物の有無を判断するため、確認調査を実施することになった。

〔調査の概要〕

工事予定地に9箇所の試掘坑を設け調査を行った。調査は遺物の有無を注意深く観察しながら重機を用いて行

い、Ⅱ層 (ア カホヤ火山灰層)およびⅥ層 (灰褐色土層)上面で、人力に切り替えて遺構検出を行った。調査の結果、

いずれの試掘坑からも遺構・遺物を確認することはできなかった。

〔調査後の処置〕

慎重工事
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松ノ元地区確認調査地点 (1/5,000)
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4 オカラ木遺跡 (小林市大字東方字オカラ木)

〔調査地の立地と環境〕
t

調査地は小林地区の北西部に位置し、周知の埋蔵文化財包蔵地「オカラ木遺跡」の範囲内である。現況は原野で、

標高 250m前後の谷部に立地する。

〔調査に至る経緯〕

オカラ木地区では、市農村整備課による農道舗装工事が計画されていた。工事予定地は周知の埋蔵文化財包蔵

地である「オカラ木遺跡」の範囲に含まれており、縄文時代の遺物散布地と把握されていた。市農村整備課と市

教育委員会との協議の結果、工事施行前に遺構・遺物の有無を判断するため、確認調査を実施することになった。

〔調査の概要〕

工事予定地に 3箇所の試掘坑を設定し、地表から深さ 0,7m～ 12mまで掘削した。調査の結果、いずれの試

掘坑からも遺物および遺構は確認されなかった。

〔調査後の処置〕

慎重工事

試掘坑 1

試掘坑 2
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5 下三原地区 (小林市大字真方字下三原)

〔調査地の立地と環境〕

調査地は小林地区の北西部に位置し、周知の埋蔵文化財包蔵地「二原遺跡群」の範囲内である。現況は原野で、

標高 230m前後の台地上に立地し、調査地の東 600mには古墳時代後期の地下式横穴墓が多数発見された東二原

地下式横穴墓群が存在する。 .

〔調査に至る経緯〕

下三原地区では、市総務課による消防団詰所の新築工事が計画されていた。工事予定地は周知の埋蔵文化財包

蔵地である「二原遺跡群」の範囲に含まれており、弥生～古墳時代の遺物散布地と把握されていた。市総務課と

市教育委員会との協議の結果、工事施行前に遺構・遺物の有無を判断するため、確認調査を実施することになった。

〔調査の概要〕

工事予定地に2箇所の試掘坑を設定し、地表から深さ0.5m～ 1.2mま で掘削した。調査の結果、いずれの試

掘坑でも撹乱が認められ、遺構および遺物は確認されなかった。

〔調査後の処置〕

慎重工事

試掘坑 1

試掘坑 2



6 内屋敷地区 (小林市大字真方字内屋敷)

〔調査地の立地と環境〕 |

調査地は小林地区の北西部に位置し、周知の埋蔵文化財包蔵地「種子田遺跡群」の範囲内である。現況は畑地で、

標高 230m前後の台地端部に立地する。

〔調査に至る経緯〕

内屋敷地区では、市建設課による市道改良工事が計画されていた。工事予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地であ

る「種子田遺跡群」の範囲に含まれており、縄文～弥生時代の遺物散布地と把握されていた。市建設課と市教育

委員会との協議の結果、工事施行前に遺構・遺物の有無を判断するため、確認調査を実施することになった。

〔調査の概要〕

工事予定地に4箇所の試掘坑を設定し、地表から深さ 1.4m～ 18mまで掘削した。調査の結果、1箇所の試掘

坑からアカホヤ火山灰層上面で時期不明の溝を 1条検出した。2箇所の試掘坑からは、アカホヤ火山灰層下位の

黒褐色土層で縄文時代早期の遺物が少量出土したが、遺構は検出されなかった。

〔調査後の処置〕

慎重工事
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内屋敷地区確認調査試掘坑配置図 (1/1′ 000)

試掘坑 1 試掘坑 2
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7 十三塚地 区 (小林市大字南西方字十三塚 )

〔調査地の立地と環境〕

調査地は小林地区の西部に位置し、周知の埋蔵文化財包蔵地「十三塚遺跡群」の範囲内である。現況は畑地で、

標高 230m前後の台地端部に立地する。

〔調査に至る経緯〕

十三塚地区では、市建設課による市道新設工事が計画されていた。工事予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地であ

る「十三塚遺跡群」の範囲に含まれており、縄文～弥生時代の遺物散布地と把握されていた。市建設課と市教育

委員会との協議の結果、工事施行前に遺構 。遺物の有無を判断するため、確認調査を実施することになった。

〔調査の概要〕

工事予定地に4箇所の試掘坑を設定し、地表から深さ0,7m～ 1lmま で掘削した。調査の結果、1箇所の試掘

坑からアカホヤ火山灰層上位で近世以降の遺物を含む溝状遺構を確認した。その他、3箇所の試掘坑からは遺構

および遺物は確認されなかった。

〔調査後の処置〕

工事立会

試掘坑 1 試掘坑 2

試掘坑 3(溝状遺構) 試掘坑4
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8 中嶋地区 (小林市大字真方字中嶋)

〔調査地の立地と環境〕

調査地は小林地区の中央部に位置し、現況は水田で、標高 230m前後の河岸段丘上に立地する。

〔調査に至る経緯〕

中嶋地区では、」Aこ ばやしによる支所およびガソリンスタンドの新設が計画されていた。工事予定地は周知

の埋蔵文化財包蔵地に含まれないが、弥生～古墳時代の遺物散布地である新田場遺跡群に隣接することから、」

Aこ ばやしと市教育委員会との協議の結果、工事施行前に遺構・遺物の有無を判断するため、確認調査を実施す

ることになった。

〔調査の概要〕

工事予定地に試掘坑を 2箇所設定し、地表から深さ 1.8m～ 3.Omま で掘削した。調査の結果、1箇所の試掘

坑から近世以降のものと思われる陶磁器片数点が出土した。遺構については検出されなかった。

〔調査後の処置〕

支障なし

試掘坑 1

試掘坑 2
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9 大豆別府地区 (小林市大字真方字大豆別府)

〔調査地の立地と環境〕
|

調査地は小林地区の中央部に位置し。現況は原野で、標高 200m前後の台地端部に立地する。

〔調査に至る経緯〕

大豆別府地区では、市建設課による市道新設工事が計画されていた。工事予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地に

含まれないが、縄文時代の集落地である二原遺跡群に隣接しており、市建設課と市教育委員会との協議の結果、

工事施行前に遺構・遺物の有無を判断するため、確認調査を実施することになった。

〔調査の概要〕
,

工事予定地に 7箇所の試掘坑を設定し、地表面から深さ 0.6～ 1.5mま で掘削した。地表から0.2m前後でア

カホヤ火山灰層が確認され、この層の上面で遺構の検出を行ったが、いずれの試掘坑からも遺構および遺物を確

認することはできなかった。アカホヤ火山灰層より下層の調査では、対象地北西隅に設定した試掘坑 5において、

縄文時代早期の層位にあたる暗褐色土層上面で、熱を受け赤化した礫を含む土坑を 1基確認した。その他の試掘

坑からは、遺構および遺物は確認されなかった。

〔調査後の処置〕

協議中

試掘坑 5

試掘坑 2(東壁)

試掘坑 5(遺構検出状況)
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調査地区名 遺跡名 所 在 地 調査期間 調査面積 出土遺構 出土遺物 調査要因

千才地区 千才遺跡群 小林市大字南西方字千才 H21 4 16 24ピ な し な し
県営畑地帯
総合整備事業

東二原地区 二原遺跡群 小林市大学真方字東二原
H21 8 17-
H21 8 25

124 5コf 集石遺構 3基
条痕文土器・

押型文土器・

石鏃
市道改良工事

松ノ元地区 二原遺跡群 小林市大宇東方字松ノ元
H21 10.8-
H21.10 10

97∬ な し な し 市道新設工事

オカラ木地区 オカラ木遺跡 小林市大字東方宇オカラ木 ２ｍ な し な し 農道舗装工事

下三原地区 二原遺跡群 小林市大宇真方字下三原 H21 10.28 8だ な し な し
市消防団
詰所新設工事

内屋敷地区 種子田遺跡群 小林市大宇真方宇内屋敷
H21.11.30-
■21.12.2

135ポ 溝状遺構 1条 縄文土器 市道改良工事

十二塚地区 十三塚遺跡群 小林市大宇南西方字十二塚
H21 12.21-
H21.12.22

33雷 澪状遺構 1条 近世以降の

陶磁器 市道新設工事

中嶋地区
周知の埋蔵文
化財包蔵地外

小林市大字真方字中嶋 H21 12.24 72∬ な し
近世以降の

陶磁器

農業協同組合の支
所新設工事

大豆別府地区
周知の埋蔵文
化財包蔵地外

小林市大宇真方字大豆別府
H21.3 17′ヽ

H21 3.18
２

ｍ 土坑1基 な し 市道新設工事
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